<第4編 ジャワ島>【事例17】Edmundson / 東部ジャワ州 / Malang県 3ヵ村 by 五十嵐, 忠孝












事例17 Edmundson 東部ジヤワ州 Malang県3力 村
1.調 査
対象
ジ ャ ワ 島 、 東 部 ジ ャ ワ 州 、
Glanggang ~f. Pagak
Malang
村 の3力 村 。
県 (Kabupaten), Pontjokusumo 村 、
調査者
Wade Edmundson
調 査 期 間
1970-1971年(18ヵ月)
報 告
Edmundson, Wade C. 1976. Land, Food, and Work in East Java. New England Monographs in 
      Geography No. 4., Department of Geography, University of New England. 
Edmundson, Wade 1981. Nutrition and the household economy. In: Agricultural and Rural 
      Development in Indonesia. edited by Gary E. Hansen. pp. 255-269. Boulder; Westview 




件 には恵 まれ 、人 口密度 はジャ ワ島全体のそれ とほぼ同 じ、西部ジ ャワ州 よ り
高 く、中部ジ ャワ州 よ りは低い。
村 は稲、Pagak
Pontjokusumo 村 は トウモ ロ コシ 、 Glanggang




Edmundson,ジ ヤ ワ 島,(a1ang県3力村
3.調 査 項 目 と 方 法
調査方法
3ヵ村 、54人の成人男子について食物摂取量 とエネル ギー消費量を計測。
調査項 目
耕地経営 規模 はエネルギー摂 取に影響 を及ぼす か?/低 エネル ギー摂取 は低 労
働生産 を惹起す るか?/栄 養欠 乏は遍在す るか?
4.主 た る 結 論
耕地 経営規模 はエネルギ ー摂取 に影響 を及ぼすか?
耕地の経営規模 は資産 の多寡 と有意の関連 があるが、耕地 の経 営規模 はエネル
ギー摂取量 の多寡 とは何 の関連 もないだけでな く、資産 の多寡 も、また、エネ
ルギー摂取量 の多寡 と関連 していない。す なわ ち、上層 の階層 ほ ど栄養状 態が
良い とい うことはできない。
上記 の理 由 と して 、以下 の よ うな事実 が関連す る と考 え られ る。1.何 を食
べるかは、経済状態 よ り食物嗜好/食 習慣 によるところが大 きい。2.エ ネル
ギー源 とな る主食 の供給は通常最少需要 を満 た してお り、後 に述べ るよ うな例
を除 き、栄養 欠乏症は存在 しない。3.貧 困層 は、富農 層 よ り一層激 しく労働
しなければな らない ゆえに、食物摂取量 も多 くなる。4.土 地無 し層 には代替
収入源 が比較的豊富 にあ り、必要 とあ らばそのつ ど現金収入 を うるこ とができ
る。5.富 農層 は世帯人数が多いだけではな く、 しば しば世帯外 にも養 うべ き
者 を抱 えてい る。6.助 け合 いの伝統、 と りわけ富 める者 の富 まざる者へ の援
助。
低工ネ ルギ ー摂取 は低労働生産 を惹起するか?
すべ ての対象 についての平均エネル ギー摂 取量は、平均 エネル ギー消費量 を満
た していた。 しか し個々人について両者 の関係 を見 ると、ま つた く相関がみ ら
れず、 これ はエネル ギー利用効率の個人間変動が大 きいため と見倣 され る。各
個人 につ いてエネル ギー消費量の平均値 を、エネルギー摂 取量の平均値 で除 し
た指数(摂取エネル ギー 当た りの労働生産 を示す と想定)を算出 し、 これ を用い
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てエネル ギー摂取 と労働生産 との関連 を調べ ると、労働生産はエネル ギー摂取
にまつた く依存 していないこ とが分 かる。 もちろん、 この ことが成 立す るエネ
ル ギー摂取量の範 囲が あるはずである。
　 栄養改善の戦略か らい えば、摂取エネル ギーを増や す ことは もはや 重要でな
く、農業の生産性 をもつ と上げて、蛋 白 ・ビタ ミン源 となる生産物 の栽培 を可
能 とす る余裕 を生み出す ことが重要である。
栄養欠乏 は遍在す るか?
男子については、チア ミンとビタ ミンA摂 取 がマージナル であるこ とを除 くと、
エネ ルギー摂取 は十分であ り、何 らかの蛋 白欠乏 を示す 臨床的証拠 もな く、低
栄養 は問題 とはな らない とい える。 ただ し婦人達の健康状態 は若干劣 り、希 に
浮腫 等の蛋 白欠 乏症状 を示す者 もい るが、妊娠後ない し下痢性 疾患 を患 つた後
の婦人 、ない し母乳 が不足である場合 の乳児 に限 られ る。
　 これ に対 して 、離 乳(出生後2-3年目に行なわれ る)から6歳 頃 までの幼児 と、
45歳以上の年齢層 につ いては、以上 とは異 な り、健康状態は劣 る。離乳後 の幼
児 の場合 、低栄養状 だけでな く下痢性疾患、皮膚疾患 の罹患率が高い。→子供
が"干 し魚 を食べ る と虫が湧 く"と い う俗信。45歳以上の年齢層 について は さ
まざまな愁訴 が聞かれ、 ビ トー 斑 も見 られ た。
　全体 として栄養状態 は、予想 より遥かに悪 くない。端境期 におけ る栄養 素摂
取量の低 下 もた しか に観察 され るが、 これ も予想 ほどではなかつた。
　一般 にジ ャワ島の栄養 問題 として蛋 白一エネル ギー欠 乏症が注 目を浴 びてい
るが、む しろ ミネ ラル欠乏症お よび ビタ ミン欠 乏症に注意す るべ きで ある。
5.コ メ ン ト
単な る食物 消費 量ない し栄養摂取量調査 に止 ま らず 、エネル ギー収支 にまで立
ち入 つた本格的栄養調査 の先駆 けとなつた ものである。 ジャワ島の栄養問題 に
関る 「常識 的了解 」 とは異なる結果 が出ている点でも、注 目すべ き調査 である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(五十嵐忠孝記)
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